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私
が
吉
林
師
範
大
学
に
来
て
か
ら
、
一
年
余
が
過
ぎ

た
。
こ
の
大
学
は
、
吉
林
省
四
平
市
に
あ
り
、
省
の
重

点
大
学
で
あ
る
。
三
〇
万
坪
の
敷
地
に
二
二
学
部
三
九

学
科
が
あ
り
、
学
生
数
は
約
一
万
四
千
人
ほ
ど
で
、
亜

大
の
交
流
協
定
大
学
で
も
あ
る
。

　
私
は
、
東
亜
研
究
所
所
属
で
あ
る
が
、
外
国
語
学
院

で
日
本
語
も
担
当
し
て
い
る
。
日
本
語
専
業(

学
科)

は

一
年
か
ら
四
年
ま
で
合
計
二
百
五
十
名
の
学
生
が
い

る
。
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
独
立
学
院
に
も
今
年

か
ら
日
本
語
学
科
が
で
き
て
、
一
期
生
百
三
十
六
名
が

入
学
し
た
。
組
織
は
違
う
が
、
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

中
で
日
本
語
を
専
攻
す
る
学
生
が
、
単
年
度
で
二
百
名

を
超
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
独
立
学
院
の
授
業
料
は
、
師
大
本
科
の
約
二
倍
の
一

万
二
千
元(

約
一
八
万
円)

で
あ
る
。
少
し
高
い
感
じ
は

す
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
の
学
生
が
日
本
語
学
科

に
集
ま
っ
た
。
日
本
で
想
像
し
て
い
た
以
上
に
、
日
本

語
学
科
は
人
気
が
あ
る
よ
う
だ
。「
就
職
が
い
い
」
と

　
　
吉
林
師
範
大
学
の
こ
と

言
う
こ
と
が
理
由
だ
と
い
う
。
日
中
関
係
の
好
転
も
、

追
い
風
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
ま
ま
順
調
に
行
け
ば
、
四
年
後
に
は
日
本
語
専

門
の
学
生
が
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け
で
八
○
○
名
を

超
す
こ
と
に
な
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
う
れ
し
い

こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
卒
業
後
の
就
職
は
、
大
丈
夫
か
、

と
少
し
心
配
で
も
あ
る
。

　
　
小
黒
板
の
「
板
書
」

　
最
初
に
、
こ
の
大
学
に
来
て
感
心
し
た
こ
と
が
二
つ

あ
っ
た
。

　
一
つ
は
小
黒
板
へ
の
「
板
書
」
制
度
で
あ
る
。
授
業

の
初
め
の
時
間
に
、
自
己
紹
介
で
学
生
の
出
身
地
を
黒

板
に
書
い
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
場
の
思
い
つ
き
で
あ
っ

た
が
、
学
生
た
ち
が
次
々
と
地
名
を
板
書
す
る
様
子
を

見
て
ハ
ッ
と
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
全
て
の
学
生
が
、
一
点
一
画
を
お
ろ
そ
か

に
し
な
い
丁
寧
な
書
き
方
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。
今
年

も
や
っ
て
み
た
の
だ
が
、
一
点
一
画
を
丁
寧
に
書
く
様

子
は
、
同
じ
だ
っ
た
。

　
入
学
後
、
一
、
二
年
生
は
全
員
が
縦
六
〇
セ
ン
チ
、

横
四
〇
セ
ン
チ
の
小
黒
板
を
持
ち
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
、
先
生
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
（
十
文
字
程
度
）

を
チ
ョ
ー
ク
で
板
書
す
る
。
廊
下
の
両
側
に
は
、
小
さ

な
黒
板
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
お
り
、
先
生
の
添
削
や
コ

メ
ン
ト
も
あ
る
。
誰
か
が
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
不
真

面
目
に
や
っ
て
い
る
と
、
個
人
名
の
書
か
れ
た
注
意
の

掲
示
が
出
る
。

　
「
漢
字
」
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
精
神
は
、
中
国
文

化
を
大
切
に
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
社
会
主
義
教

育
で
も
、
中
国
の
伝
統
的
教
育
は
受
け
継
が
れ
て
い

る
。
教
員
養
成
の
師
範
大
学
と
し
て
の
、
文
字
を
正
し

く
美
し
く
書
く
訓
練
の
一
環
で
は
あ
る
が
、
毎
日
の
そ

の
所
作
が
、
学
生
た
ち
の｢

集
中
力｣

の
涵
養
に
も
な
っ

て
い
る
。

　
日
本
で
は
、
学
生
の
私
語
に
苦
労
す
る
先
生
方
も
多

い
が
、
こ
こ
で
は
授
業
で
学
生
の
「
集
中
力
」
が
切
れ

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
私
語
す
る
学
生
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
質
問
す
れ
ば
、
さ
っ
と
起
立
し
、
姿
勢
を
正

し
て
教
師
の
目
を
見
な
が
ら
き
ち
ん
と
応
答
し
て
く
れ

る
。

　
一
コ
マ
は
、
亜
大
と
同
じ
九
〇
分
だ
が
四
五
分
、
四

五
分
に
分
か
れ
、
間
に
一
〇
分
の
休
憩
が
あ
る
。
昼
休

み
は
十
一
時
四
〇
分
か
ら
一
時
半
ま
で
で
あ
る
。
全
寮

制
だ
か
ら
寮
が
近
く
、
昼
寝
も
で
き
る
。
そ
れ
が
教
室

の
「
集
中
力
」
が
切
れ
な
い
効
果
を
う
ん
で
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
個
人
の
集
中
力
の
す
ご
さ
は
、
試
験
を
や
っ
て
み
る

と
良
く
分
か
る
。
例
え
ば
、
教
室
が
な
ん
と
な
く
ダ
レ

気
味
の
と
き
、
一
年
生
な
ら
書
き
取
り
の
小
テ
ス
ト
を

や
る
。
五
分
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
が
、
教
室
内
の
空
気

　
　
　
　
　
学
生
の
「
集
中
力
」
涵
養
法
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通
過
儀
礼
と
し
て
の
「
軍
訓
」

　
も
う
一
つ
は
、
入
学
直
後
か
ら
約
三
週
間
に
わ
た
っ

が
い
っ
ぺ
ん
に
引
き
締
ま
る
。
小
学
校
か
ら
、
試
験
で

鍛
え
ら
れ
、
そ
の
関
門
を
潜
り
抜
け
て
き
た
猛
者
た
ち

は
条
件
反
射
的
に
対
応
す
る
。

　
答
案
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
く
。
学
生

に
聞
く
と
、
大
学
統
一
入
試
（「
高
考
」）
は
、
選
択
問

題
は
２
Ｂ
の
鉛
筆
を
使
用
す
る
が
、
文
字
を
書
く
問
題

は
必
ず
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
だ
と
い
う
。
学
校
で
も
、
小

学
生
の
三
年
生
か
ら
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用
を
指
導
さ
れ

る
。
鉛
筆
の
よ
う
に
、
何
度
も
消
し
て
は
書
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
早
く
、
正
確
に
書
く
訓
練

は
小
学
校
三
年
生
か
ら
受
け
る
。
書
く
ス
ピ
ー
ド
が
早

い
の
に
、
驚
く
ほ
ど
訂
正
が
少
な
い
。
書
く
前
に
、
頭

の
中
で
解
答
が
整
理
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　「
日
本
語
能
力
試
験
」
の
解
答
用
紙
は
、「
鉛
筆
使

用
」
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
は
、「
ペ
ン
や

ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
わ
ざ
わ

ざ
付
記
さ
れ
た
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用
が
多
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
小
学
校
時
代
か
ら
試
験
で
個
人
の
「
集
中
」
が
訓
練

さ
れ
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
は
、「
軍
訓
」
で
集
体

（
団
体
）
と
し
て
の
「
集
中
」
を
訓
練
さ
れ
る
。

　
日
本
の
小
学
校
で
、
正
常
な
授
業
実
施
が
困
難
な
ク

ラ
ス
も
あ
る
と
聞
く
と
、
日
本
と
中
国
と
の
「
集
中

力
」
の
差
に
愕
然
と
さ
せ
ら
れ
る
。

　
授
業
の
開
始･

終
了
の
チ
ャ
イ
ム
は
な
い
。
時
間
管

理
は
各
教
師
が
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
、
な
か
な
か
面
倒
で
あ
る
。

て
行
わ
れ
る｢

軍
事
訓
練｣

で
あ
る
。
今
年
は
九
月
一
〇

日
か
ら
二
七
日
ま
で
行
わ
れ
た
。「
軍
訓
」
な
ど
と
い

う
と
、
鉄
砲
を
持
っ
て
勇
ま
し
く
や
る
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
行
進
訓
練
が
中
心
で
あ

る
。
朝
八
時
こ
ろ
か
ら
五
時
こ
ろ
ま
で
、
学
部
ご
と
に

分
か
れ
て
み
っ
ち
り
行
わ
れ
る
。
毎
日
、
毎
日
、｢

向

右
看｣(

右
向
け
右)

、｢

向
后
転｣(

回
れ
右)

、｢

敬
礼｣

、

｢

斉
歩
走｣(

前
へ
進
め)

と
繰
り
返
さ
れ
る
。

　
号
令
に｢

集
中｣

し
な
い
と
足
並
み
は
揃
わ
な
い
。
何

度
も
や
り
直
し
と
な
る
。
二
二
学
部
あ
る
か
ら
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
道
路
と
い
う
道
路
は
、
訓
練
の
学
生
た
ち

で
一
杯
で
あ
る
。
教
職
員
や
上
級
生
は
、
否
応
な
く
そ

の
す
ぐ
そ
ば
を
通
り
な
が
ら
授
業
に
向
か
う
こ
と
に
な

る
。
最
初
は
、
気
分
の
悪
く
な
る
学
生
も
出
る
が
、
日

に
日
に
隊
列
や
声
が
揃
い
、
さ
ま
に
な
っ
て
い
く
。

　
今
年
は
、
迷
彩
服
着
用
の
グ
ル
ー
プ
が
多
か
っ
た
。

迷
彩
服
と
迷
彩
色
の
帽
子
を
か
ぶ
る
と
、
男
女
の
区
別

が
は
っ
き
り
し
な
く
な
り
、
精
悍
な
印
象
に
な
る
か
ら

不
思
議
で
あ
る
。

　
教
練
担
当
の
軍
人
教
官
は
五
〇
名
で
、
例
年
、
近
く

の
人
民
解
放
軍
四
平
駐
屯
六
五
五
八
一
部
隊
か
ら
派
遣

さ
れ
て
く
る
。

　
こ
の
「
軍
訓
」
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
兵
役
法
」

と
「
中
華
人
民
共
和
国
国
防
教
育
法
」
に
依
拠
し
て
制

定
さ
れ
た
「
学
生
軍
事
訓
練
工
作
規
定
」
に
よ
っ
て
大

学
と
高
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
「
軍

訓
」
評
点
は
、
学
生
の
成
績
表
に
記
入
さ
れ
る
。

　
七
年
前
に
ハ
ル
ビ
ン
の
大
学
で
「
軍
訓
」
を
経
験
し

た
人
に
聞
く
と
、
当
時
は
、
郊
外
の
射
撃
訓
練
場
で
一

人
五
発
の
射
撃
訓
練
が
あ
っ
た
と
い
う
。
早
速
新
入
生

に
聞
い
た
ら
、「
没
有
」
と
の
こ
と
。

　
今
年
の
全
中
国
の
学
生
募
集
計
画
は
、
五
六
七
万
人

で
あ
っ
た
。
高
等
教
育
機
関
だ
け
で
約
三
千
万
発
に
な

る
計
算
で
あ
る
。
高
校
ま
で
入
れ
て
実
弾
訓
練
な
ど
し

た
ら
、
膨
大
な
経
費
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　
九
月
二
七
日
に
「
軍
訓
」
の
集
大
成
と
し
て
運
動
場

で
全
体
の
分
列
式
が
行
わ
れ
、
大
学
の
書
記
、
学
長
な

ど
の
首
脳
陣
の
前
で
、
学
生
た
ち
は
見
事
な
行
進
を
披

露
し
た
。

　
三
週
間
近
い
単
純
な
訓
練
で
あ
る
。
基
礎
訓
練
と
は

そ
う
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
よ
く
や
る
な
、
と

感
心
さ
せ
ら
れ
も
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
通
過
儀
礼
が

終
わ
る
と
、
学
生
た
ち
は
高
校
時
代
の
垢
を
落
と
し
、

一
人
前
の
「
お
と
な
」
に
な
る
よ
う
だ
。
今
年
、
知
人

の
娘
さ
ん
が
、
長
春
の
大
学
に
進
学
し
、
同
じ
よ
う
に

「
軍
訓
」
の
洗
礼
を
受
け
た
。
大
学
で
の
様
子
は
、
ど

う
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、
「
そ
れ
が
ね
。
あ
の
子
、

変
っ
た
の
よ
。」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

大
学
入
学
後
は
、
母
親
に
甘
え
る
よ
う
な
言
葉
遣
い

が
、
ぴ
た
り
と
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
一
人
っ
子
政
策
で
子
供
が
わ
が
ま
ま
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
が
、「
軍
訓
」
が
子
供
か
ら
大
人
へ
の
成
人
式

的
な
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

自
分
の
国
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
の
は
、
独
立
国

家
と
し
て
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
る
。
一
所
懸
命
に

「
軍
訓
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
生
た
ち
の
横
を
通
る

た
び
に
、
こ
の
訓
練
を
重
視
す
る
中
国
の
姿
勢
に
圧
倒

さ
れ
る
よ
う
な
思
が
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
や
ま
も
と
た
だ
し
・
吉
林
師
範
大
学
東
亜
研
究
所
副

　
教
授
、
ア
ジ
ア
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）
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